
総 論　これからの小児歯科医療

012 成育医療に向けた小児歯科医の取り組み 佐々木　洋

022 小児の発達・発育 弘中祥司

030 食育の推進 向井美惠

040 育児支援、授乳とう蝕予防 井上美津子

050 咬合誘導の臨床 嘉ノ海龍三

各 論　小児歯科臨床――87のヒント

01．小児の歯科診療で目指すものは？

060 小児の診療体系 朝田芳信

061 定期健診の重要性 朝田芳信

062 母親教室の重要性 朝田芳信

063 学校歯科保健とのかかわり 朝田芳信

02．小児の成育的対応

064 小児への対応で考慮すべき情動発達の特徴 井上美津子

065 ３歳児の心理的特徴 井上美津子

066 小児への対応に関連する言語発達の特徴 井上美津子

067 小児の思考の特性 井上美津子

068 成育的対応における恐怖と不安そして適応 有田信一

070 年齢による成育的対応の違いと非協力児への対応 有田信一

072 保護者に対する小児の依存性 有田信一

074 初診における小児の注意点 有田信一

076 摂食、嚥下、嚙めない子への対応 有田信一

03．成長・発育

078 先天性歯により哺乳困難なときの対応 齊藤一誠

079 上顎永久中切歯の萌出時における正中離開 岩崎智憲

080 下顎第２乳臼歯の早期喪失への対応 山﨑要一

081 乳歯の晩期残存と後継永久歯の萌出遅延 山﨑要一

082 骨性癒着による低位乳臼歯と後継永久歯の萌出 齊藤一誠

083 永久中切歯が乳中切歯の舌側に萌出したとき 岩崎智憲

084 上顎正中過剰歯による正中の偏位 岩崎智憲

085 第１大臼歯の異所萌出と第２乳臼歯の動揺 山﨑要一

086 歯の形態異常 坂　英樹

087 下顎永久切歯萌出時の叢生への対応 山﨑要一

04．口腔習癖とその対応

088 指しゃぶりをしていると、歯並びが悪くなるか 馬場篤子

089 おしゃぶり使用の是非と使用上の注意点 米津卓郎

090 舌癖とは何か 馬場篤子

091 小児の歯軋りの原因とその対応 米津卓郎



05．小児う蝕症

092 乳歯う蝕の特徴 星野倫範

093 ミュータンスレンサ球菌の定着とう蝕抑制 藤原　卓

094 授乳とう蝕との関係をどのように指導するか 桜井敦朗

095 乳歯歯質と永久歯歯質の違い 新谷誠康

096 最新のう蝕病因論 桜井敦朗

097 う蝕抑制――予防塡塞法、最新のシーラント情報 井出正道

098 う蝕予防――年齢に応じたフッ化物応用の新しい知識 眞木吉信

100 う蝕抑制――歯口腔清掃法 新谷誠康

101 哺乳う蝕とその対応 桜井敦朗

102 フッ素バーニッシュとは 飯田博子

103 DIAGNOdent pen を応用したう蝕の診査・診断 髙森一乗、田中裕子、白川哲夫

104 う蝕活動性試験の臨床応用――う蝕活動性試験とステファナリシス 奥　猛志

106 う蝕治療方針の立案 新谷誠康

107 う蝕発現の地域差 藤原　卓

108 幼若永久歯のう蝕の特徴とその発生部位 新谷誠康

06．口腔領域の異常

109 永久歯の先天欠如、過剰歯、その他の異常の発現頻度 山﨑要一

110 歯質の異常 新谷誠康

111 口唇裂・口蓋裂治療における小児歯科医の役割 吉田章太

112 無汗型外胚葉異形成症患児の口腔領域の異常 佐々木康成

113 Cleidocranial dysostosis 患児の口腔領域の異常 佐々木康成

07．口腔疾患と全身のかかわり

114 乳歯の重症う蝕症が全身に及ぼす影響 中野　崇、福田　理

115 小児の歯科治療で注意すべき全身疾患と問題点 森崎市治郎

116 口腔領域の異常と薬剤の服用 久保周平

117 口腔軟組織の症状と全身疾患との関係 久保周平

118 全身疾患と歯質の耐う蝕性 中野　崇、福田　理

119 全身疾患と顎・顔面口腔領域の咬合異常 名和弘幸、福田　理

120 母体が胎児に及ぼす影響と歯科的注意点 田中晃伸

121 歯科治療による侵襲の精神心理的影響 松木響子

122 一次医療機関における心身障害児歯科治療の行動管理 田中晃伸

123 脳性麻痺児の口腔機能の障害とその改善、対応法 森崎市治郎

08．全身疾患と治療上の問題点

124 先天性甲状腺機能低下症（クレチン病） 佐々木康成

125 急性リンパ性白血病 佐々木康成

126 再生不良性貧血患児 佐々木康成

127 血友病患児 佐々木康成

128 精神発達遅滞児 佐々木康成



129 自閉症児 佐々木康成

130 心身障害児に対する全身麻酔の利点、欠点 佐々木康成

131 唇顎口蓋裂児の治療上の問題点、う蝕予防、咬合誘導 佐々木康成

09．歯冠修復処置

132 乳歯修復処置における解剖学的注意点 新谷誠康

133 乳歯のメタルインレーの脱落防止を考慮した窩洞形態 新谷誠康

134 乳歯冠の特徴と臨床応用上の利点、欠点 吉田昊哲

135 乳歯冠応用時の術式と注意点 吉田昊哲

136 乳前歯に多面性のう蝕があるときの修復法 吉田昊哲

138 乳臼歯隣接面コンポジットレジン修復の適応と実際 桜井敦朗

10．歯内療法

139 乳歯の歯髄炎 八若保孝

140 乳歯の根尖性歯周炎 八若保孝

141 乳歯に用いられる生活歯髄切断法 藤居弘通

142 生活歯髄切断法における FC 法と Ca(OH)2法の違い 藤居弘通

143 乳歯の感染根管処置の術式 八若保孝

144 乳歯生活歯髄切断法の適応 藤居弘通

11．子どもの外傷

145 乳歯外傷への取り組み 今村基尊

146 永久歯外傷による歯根未完成歯の歯髄処置 今村基尊

147 スポーツ外傷とマウスガード 石上惠一

12．咬合誘導

148 早期に手掛ける咬合管理 柳澤宗光

149 MFT（口腔筋機能訓練）とは 嘉ノ海龍三

150 ファンクショナルアプライアンス 柳澤宗光

13．口腔健診

151 乳児・１歳６ヵ月児・３歳児歯科健康診査 髙野博子

154 健康な次世代育成を目指した学校歯科保健 丸山進一郎

14．専門医制度と今後

155 日本小児歯科学会の未来への期待 嘉ノ海龍三

156 日本小児歯科学会と専門医制度 田中光郎




